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東広島市の福富町や豊栄町、河内町などの中山間地域では人口減少が続き、過疎
化と高齢化が深刻な問題となっている。
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地域資源を活かした中山間地における地域活性化方策の検討

大学の専門的知見や学術標本を活用し、地域の小中高校生と広島大学の大学生が共に学ぶ「第3の学び場」の
実験的な取組みとして、豊栄支所の空きスペースを活用して企画展を実施した。展示では、約3,194名の来場
者数、アンケート評価では98％の高評価を達成した。

次年度以降も引き続き豊栄地域の学校などと連携しながら、中山間地域の振興及び教育環境の充実を図る。
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２概要 地域にある自然環境を資源として、学校、家庭に続く「第３の学びの場」の構築
による教育環境の充実が、中山間地域振興にどの程度効果があるかを検証する。
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